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2012年度特別研修会報告

報告者：神戸学院大学栄養学部准教授 森 光寿

内容
平成24年９月３日､ ハイアットリージェンシー東京で､ 社団法人全国栄養士養成協議会

主催の特別研修会が開催され､ ��関係の出張ということで参加してきた｡ 研修会の内容

は､ 参考文献をもとにしての説明だったため､ その文献を中心に報告し私見を述べてみた

い｡

１. 管理栄養士に関する基本コンピテンシーの高い学生の特徴

コンピテンシーは､ 1973年アメリカのマクレランドによって提唱された概念であり､

｢ある職務または状況に対し､ 基準に照らして効果的､ あるいは卓越した業績を生む原因

として関わっている個人の根源的特性｣ と定義されている｡ 本研究は､ 管理栄養士教育の

到達度を評価するために作成したコンピテンシー40項目のうち､ 基本コンピテンシーの高

い学生の特徴について検討をすることを目的としている｡

(１) 調査対象者と調査手順

2010年 (平成22) 年度に卒業年次生 (４年次生) が在籍する全国の管理栄養士養成施設

(111施設) の４年生と教員４名 (栄養教育論､ 臨床栄養学､ 公衆栄養学､ 給食経営管理論

を担当する専任教員各１名) を対象とし､ 2010年 (平成22) 年12月～2011 (平成23) 年２

月に質問紙調査を行った｡ 社団法人全国栄養士養成施設協会の協力を得て､ 各管理栄養士

養成施設に質問紙を送付した｡ なお､ 対象施設の定員数の合計は9111人であった｡

(２) 調査項目

１) コンピテンシー測定項目(全40項目)

40項目は､ 基本コンピテンシー (�) 共通コンピテンシー (�)､ 職域別コンピテンシー

(�) に分かれる｡ 基本コンピテンシーは､ 管理栄養士としての価値観､ 自己確信､ 意

欲､ 態度に関する４項目､ 共通コンピテンシーは倫理的態度と調査研究に関する８項目

(��1)､ 栄養・食品スキルに関する10項目 (��2)､ 栄養マネジメント能力に関する11項

目 (��3)､ 職域別コンピテンシーは､ 公衆栄養､ 臨床栄養に関する３項目､ 給食経営管

理論に関する１項目､ 全７項目であった｡

２) ４年次生対象の調査項目

４年次生対象の調査では､ コンピテンシーに関する全40項目をたずねた｡ 基本コンピ

テンシーに関する４項目は､ 全くそうは思わない (１点)､ そう思わない (２点)､ どち

らとも思えない (３点)､ そう思う (４点)､ かなりそう思う (５点)､ の５段階評価と

した｡ 共通コンピテンシーの29項目および職域別コンピテンシー７項目は､ ｢現時点で

どの程度できると考えますか｣ と質問し､ 全くできない (１点)､ できない (２点)､ ど
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ちらともいえない (３点)､ できる (４点)､ 十分できる (５点) の５段階評価とした｡

コンピテンシーに関するすべての項目はマークシート (１～５の数字の塗りつぶし) で

の回答とした｡ 属性に関する項目は､ 全12項目とした｡ 年齢､ 性別の他､ 他大学等を修

了している (既卒者) か､ 社会人経験の有無､ 卒業見込みか､ 卒業研究の実施､ 国家試

験受験予定､ 卒業後の進路についてマークシートで回答を依頼した｡

３) 教員対象の調査項目

教員に対しては､ 基本コンピテンシーの４項目を除いた36項目をたずねた｡ ｢現時点

の４年生に当てはまる到達度はいくらだと思いますか｣ と質問し､ ほぼ全員ができない

(０～20％) (１点)､ かなりの学生ができない (20～40％) (２点)､ 約半数の学生がで

きる (40～60％) (３点)､ かなりの学生ができる (60～80％) (４点)､ ほぼ全員ができ

る (80～100％) (５点) の５段階評価とした｡

属性に関する項目は８項目とし､ 主担当科目､ 科目担当年数､ 年齢､ 性別､ 現在の職

階最終学位､ 管理栄養士としての実務経験､ 実務経験年数 (通算) についてマークシー

ト空欄部分を使用した自記入式回答を依頼した｡

また､ 以上の項目の他に､ 養成施設用質問紙 (施設名無記名) を用い､ 教員１人に対

し､ 平成23年１月時点の４年生在籍数､ 専任教員数､ 管理栄養士の資格を有する教員数

について､ 自記入式で回答を依頼した｡

４) 解析方法

回収したマークシートに二重回答などのミスや汚れがないかを確認し､ 有効なマーク

シートのみをスキャナで読み取り､ 本調査集計用に発注した集計ソフトを用いて､ デー

タを���出力した｡ 解析には､ ��� ���� �	
	��	��19 ����������(���社) を用

いた｡ 各項目､ 学生および教員の平均点数を算出し､ 点数の高い順に順位付けを行った｡

(３) 結果

１) 回答数

質問紙は111施設に送付し､ 102施設から回答用紙が返却された｡ 学生6895名 (111施

設の推計在籍者数9111名の75�7％)､ 教員374名 (444名 [111施設各４名] の84�2％) か

ら回答があった｡ 最終的には学生6587名､ 教員357名が解析対象者となった｡

２) 学生の属性

学生の98�3％ (6472�6585名) が21～25歳であり､ 90�9％ (5989�6587名) が女性であっ

た｡ また大学院を修了している者 (既卒者) は4�6％ (303�6583名)､ 社会人経験ありが

2�0％ (127�6316名)､ 卒業研究の実施者有が76�2％ (4880�6401名)､ 2010年３月の国家

試験受験予定者は95�6％ (6091�6372名)､ 卒業後の進路は就職 (内定) が59�3％ (3646�

6147名)､ 就職 (未定) が33�2％ (2042�6147名)､ 進学 (内定) が4�0％ (248�6147名)

であった｡ 就職 (内定) のうち､ 採用条件が管理栄養士免許は34�3％ (1251�3646名)､

栄養士免許は35�3％ (1288�3646名) であった｡
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３) 学生自身によるコンピテンシー到達度の評価

基本コンピテンシー (４項目) は､ ｢かなりそう思う｣ から ｢全くそう思わない｣ を

順に５点から１点で点数化し､ 平均点数が高いものから順に並べた｡ その結果､ １位は

｢食を通して人々の健康と幸せに寄与したい｣ (基本 (�)�３) で4�344±0�894点 (平均

値±標準偏差)､ ２位は ｢管理栄養士としての専門的な知識と技術を向上させたい｣ (基

本 (�)�４) 4�256±0�894点､ ３位は ｢管理栄養士としての専門的な知識と技術を向上

させたい｣ (基本 (�) �1) で3�831±0�933点) であった｡ 最下位は､ ｢自分は管理栄養

士という職業に向いている｣ (基本 (�)�２) で2�945±0�863点であった｡

共通コンピテンシーおよび職域別コンピテンシー (36項目) は ｢十分できる｣ から

｢全くできない｣ を順に５点から１点で点数化し､ 平均点数が高いモノから順に並べた｡

その結果､ １位は ｢患者・クライエント・住民への倫理的配慮を行う｣ (共通 (��1)�３)

で3�725±0�845点)､ ２位は ｢食中毒予防など､ 適切な衛生管理を行う｣ (共通 (��2)�４)

で3�721±0�769点)､ ３位は ｢自分に与えられた役割を認識し､ 他の職種と相互理解し

ながら協働する｣ (共通 (��1)�２) で3�716±0�719点であった｡ また､ ４位はコミュニ

ケーションに関する項目､ ５位､ ６位は食事摂取基準や食品構成表の活用に関する項目

であった｡

一方､ 最下位36位は ｢疫学的な考えに基づき､ 地域のアセスメントをする｣ (職域別

(�)�１) で2�825±0�794点､ 35位は ｢調査研究により得られたデータについて､ 適切な

集計・統計方法を選択し､ 解析する｣ (共通 (��1)�８) で2�899±0�860点､ 34位は ｢地

域の栄養課題を解決するために､ ヘルスプロモーション､ 食環境整備の観点を含めて改

善計画を立てる｣ (職域別 (�)�３) で2�988±0�790点であった｡

４) 教員の属性

教員の主担当科目は､ 栄養教育論が24�9％ (87�349名)､ 臨床栄養学が25�2％ (88�349

名)､ 給食経営管理論が24�6％ (86�349名) であった｡ また､ 科目担当年数は８±7�2年

(平均値±標準偏差)､ 年齢は53�0±10�3歳､ 性別は女性が78�8％ (275�349名)､ 現在の

職階は教授が33�3％ (116�349名)､ 准教授が41�4％ (144�349名)､ 講師・助教が24�7％

(86�349名)､ 最終学位は博士が43�8％ (153�349名)､ 修士が22�9％ (80�349名)､ 学士が

21�8％ (76�349名) であり､ 管理栄養士としての実務経験者有りが66�0％ (227�349名)､

その通算実務経験年数は17�9±14�2年であった｡

５) 教員による学生のコンピテンシー到達割合の評価

教員によるコンピテンシー到達者割合の評価結果は､ 教員の回答である ｢ほぼ全員が

できる (80～100％)｣ から ｢ほぼ全員ができない (０～20％)｣ を順に５点から１点で

点数化し､ 平均点数が高いものから順に並べた｡ その結果､ １位は ｢食中毒予防など､

適切な衛生管理を行う｣ (共通 (��２)�４) で4�023±0�810点)､ ２位は ｢コミュニケー

ションによって､ 良好な人間関係やネットワークを築く｣ 共通 (��1)�１)で3�905±

0�788点)､ ３位は ｢多数の人々への食事提供 (発注､ 購買､ 検収､ 大量調理､ 衛生管理

等) を行う｣ (職域別 (�)�７) で3�851±0�844点) であった｡ また､ ４位は食品成分表

の活用に関する項目､ ５位は献立作成や調理に関する項目､ ６位は食事摂取基準の活用

に関する項目であった｡
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一方､ 最下位36位は ｢調査研究により得られたデータについて､ 適切な集計・統計方

法を選択し､ 解析する｣ (共通 (��1)�８) で2�794±0�946点､ 35位は ｢疫学的な考え方

に基づき､ 地域のアセスメントをする｣ (職域別 (�)�１) で2�900±0�864点､ 34位は

｢個人や地域の栄養課題の解決のために､ 調査研究を計画・実施する｣ (共通 (��１)�７)

で2�938±0�967点であった｡

６) 学生自身と教員による評価の違い

学生と教員による評価の各順位は大部分が類似していたが､ 一部異なる項目が存在し

ていた｡ ｢自分に与えられた役割を認識し､ 他の職種と相互理解しながら協働する｣ (共

通 (��1)�２) は学生が３位であったのに対し､ 教員は18位であった｡ また､ ｢多数の人々

への食事提供 (発生､ 購買､ 検収､ 保管､ 大量調理､ 衛生管理等) を行う｣ (職域別

(�)�７) は学生が22位だったのに対し､ 教員は３位であった｡

(４) 考 察

４年次生を対象とした自己評価による結果から､ 基本コンピテンシーは１項目を除き､

共通コンピテンシーや職域別コンピテンシーと比較して点数が高く､ 到達度が高いことが

示唆された｡ 基本的コンピテンシーは､ 40項目のコンピテンシー項目の中で最も中核的な

ものであり､ 自己イメージ (価値観､ 自己確信､ 意欲､ 態度) に関するものである｡ これ

らは､ 内面的で目に見えず､ 形成に時間がかかるが､ 訓練や経験を通じて変容が可能とさ

れている｡ ｢食を通して人々の健康と幸せに寄与したい｣ (意欲)､ ｢管理栄養士として専門

的な知識と技術を向上させたい｣ (態度)､ ｢管理栄養士という職業に就くことを誇りに思

う｣ (価値観)､ の３項目が高い点数であったことは､ 元々管理栄養士を志向する学生が入

学しているという可能性に加え､ ４年間の養成教育の過程で醸成されたことが考えられる｡

一方で､ ｢自分は管理栄養士という職業に向いている｣ (自己確信) については､ ４項目中

で唯一､ 点数が低かった｡ 今後は､ ｢管理栄養士養成課程におけるモデルコアカリキュラ

ム｣ でも示されているように､ 養成施設に入学した学生が自信を持って管理栄養士を目指

すことができるような導入教育の実施とともに､ 自己イメージ全体を高めるための教育が

重要であると考えられる｡

次に､ 共通コンピテンシーおよび職域別コンピテンシーについては､ 倫理的配慮やコミュ

ニケーション､ 衛生管理､ さらに､ 食事摂取基準や食品成分表に関する項目は順位が高く､

高い到達度が示唆された｡ 一方､ 調査研究や疫学､ 公衆栄養学に関する項目では順位が低

く､ 到達度が低いと考えられた｡ これら上位・下位の項目は､ 教員が評価した学生の到達

者割合の結果とも類似していた｡

新カリキュラム改正における基本的な考え方は､ ①管理栄養士が果たすべき多様な専門

領域に関する基本となる能力を養うこと､ ②管理栄養士に必要とされる知識､ 技能､ 態度

および考え方の総合的能力を養うこと､ ③チーム医療の重要性を理解し､ 他職種や患者と

のコミュニケーションを円滑に進める能力を養うこと､ ④公衆衛生を理解し､ 保健・医療・

福祉・介護システムのなかで､ 栄養・給食関連サービスのマネジメントを行うことができ

る能力を養うこと､ ⑤健康の保持・増進､ 疾病の一次､ 二次､ 三次予防のための栄養指導

を行う能力を養うことであった｡ 新カリキュラムは､ この考え方に基づき､ ①から③のよ

うな管理栄養士として基礎的な能力と④､ ⑤のような､ より専門的な能力を身に付けるた
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めに ｢専門基礎分野｣ と ｢専門分野｣ に大別したカリキュラムとなっている｡ 本報告にお

いて順位の高かったコンピテンシー項目は､ 新カリキュラムによる養成教育において､ 養

成施設側が力を入れて教育し､ 学生の到達度が高まった項目であると考えられた｡

しかし､ 順位の高かった衛生管理や食事摂取基準､ 食品成分表に関する項目は､ 先述の

管理栄養士として基礎的な能力に関する項目といえる｡ その一方､ 従来の管理栄養士・栄

養士業務の中心であった給食管理における必須項目ともいえ､ 新カリキュラムが重点をお

いていた教育目標が達成できていないのではないかとの見方もできる｡ それを支持する結

果として､ 新カリキュラムで ｢栄養教諭論｣ に追加された行動科学の理論・モデルに関す

る項目は､ 学生､ 教員とも25位以下であり､ 全体の中で順位が低かった｡ また､ 疫学や地

域の課題に関する項目の順位が低かった結果は､ 先述の管理栄養士として専門的な能力に

含まれる公衆衛生的視点の教育が不足している可能性も考えられる｡ 須永らによる､ 病院

への新規採用時に必要な実践能力を検討するために行われた､ 管理栄養士養成施設の教員

を対象とした学生の到達度に関する質問紙調査の結果においても､ 給食に関する安全・衛

生管理や職業倫理に関する内容の評価は高いことが報告されている｡ このことからも､ 新

カリキュラムが目指す､ より専門的な能力の教育には課題が残されており､ 今後､ 到達度

が低い部分を重点的に教育していく必要があると考えられる｡

本研究では､ コンピテンシーの概念を導入して､ 卒業時点で到達が必要な専門的実践能

力を管理栄養士養成課程４年次生において調査を行い､ 到達度を調査した｡ 卒前教育レベ

ルのコンピテンシー項目について学生の自己評価を主として調査したが､ コンピテンシー

には他者評価も必要であることから教員による他者評価も補完的に実施した｡ 学生は自身

の評価をしている一方､ 教員は自施設の学生全体の到達度割合を評価しており､ 両者の評

価尺度が異なる｡ しかし､ 学生と教員それぞれの評価において､ 上位・下位の項目に類似

点が認められた｡ 本報告は､ 一時点での横断的観察であるため､ 本報告の結果が新カリキュ

ラムの効果により生じたとは言えない可能性がある｡ たとえば､ 基本コンピテンシーのよ

うな自己イメージは入学前からある程度備わっていたのかもしれない｡ さらに､ コンピテ

ンシーはある職務において高い業績を出す個人の行動特性を示しているため､ 管理栄養士

として就職した後の実務上の業績によって､ 受けた養成施設の教育の内容を評価すべきと

いう考え方もある｡ したがって､ 新カリキュラムによる管理栄養士教育の成果をさらに検

討するためには､ 社会人を対象とした到達度評価等､ さらなる研究が必要と思われる｡

(５) 結 論

基本コンピテンシーは､ ｢自分は管理栄養士という職業に向いている｣ を除く３項目は

共通コンピテンシーや職域別コンピテンシーと比較して点数が高かった｡ また､ 共通コン

ピテンシーおよび職域別コンピテンシーは､ 学生による自己評価では､ 倫理的配慮やコミュ

ニケーション､ 衛生管理､ 食事摂取基準や食品成分表の活用等の基本的な能力に関する項

目の順位が高かった｡ 一方で､ 調査研究や疫学､ 公衆栄養､ 行動科学の理論・モデルやカ

ウンセリングスキルの活用等の専門的な内容に関する項目の順位が低かった｡ 教員による

自施設学生の到達者割合の評価も､ ほぼ同様の結果であった｡ 以上のことから､ 今後は､

管理栄養士としての自己イメージ全体を高めるための教育とともに､ 調査研究､ 疫学､ 公

衆栄養､ 行動科学の理論・モデル等に関する専門的内容について､ 到達度を高めるための
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教育が必要であると考えられる｡

２. まとめ

卒業時点で到達が必要な専門的実践能力として作成された､ 卒前教育レベルのコンピテ

ンシー測定項目を用いて､ 新カリキュラムで教育を受けた管理栄養士養成課程４年次生の

学生のコンピテンシー到達度が評価された１)｡ その結果､ 学生による自己評価では､ 倫理

的配慮やコミュニケーション､ 衛生管理､ 食事摂取基準､ 食品成分表等基礎的内容に関す

る項目の点数が高く､ 調査研究や疫学､ 公衆栄養､ 行動科学の理論､ モデルやカウンセリ

ングスキルの活用等の専門的内容に関する項目の点数が低かった｡ 養成施設教員による評

価もほぼ同様の結果であることから､ 本学部も評価の低い項目に関し､ 重点的に到達度を

高めるための具体的な教育方法を考えなければならない｡

一方､ 中央大学理工学部は2009年度から､ 各学科が育成する人材像を定め､ どのような

力が向上したか､ これから向上するべきか､ 具体的かつ段階的に定義し､ 卒業生の到達度

を保証する段階別コンピテンシー育成教育システムを立ち上げている｡ その内容は､ 大学

における教育の質保証の取組みの高度化に取組んでいるとして､ 国内外の教育機関や大学

から高い評価と注目を集めている｡

このような段階別コンピテンシー育成プログラムを立ち上げ､ 学士力を保証するために

は､ ｢何を考えているのか｣､ ｢学んでいるのか｣ という知識だけではなく､ 将来この分野

の職業人となるためには ｢何を知っており､ かつ､ 何ができるようになっていなければな

らないのか｣ を大学はこれまで以上に考える必要がある｡ さらに重要なことは顧客満足度

である｡ 学生という ｢顧客｣ に対し､ 今後どのようなサービスを提供して顧客満足度を実

現するのかも改めて考えなければならない｡

神戸学院大学栄養学部においても､ 今後､ 新しく開発された管理栄養士のコンピテンシー

測定項目による到達度調査を毎年計画的に実行､ 分析､ 改善する����サイクルを行う

ことは当然として､ 中央大学理工学部のように栄養学部が育成する人材像等を定め､ 段階

別コンピテンシー教育を立ち上げるための検討が急務と思われる｡

仮に､ 本学部が段階別コンピテンシー教育を立ち上げるのであれば､ 管理栄養士のコン

ピテンシー測定項目で低い評価項目を高める工夫と人間力育成を充実させるため､ 学部の

カリキュラムを全面的に見直す必要がある｡ とはいえ学部のカリキュラムは､ 管理栄養士

と臨床検査技師の科目が複雑に入り組んでいることから､ 見直しを困難にしている現状が

ある｡ ここは両者を２コース制に分離し､ お互いのカリキュラムを独立・充実させるとい

うコペルニクス的な転換が必要かもしれない｡

さらに､ 段階別コンピテンシー教育の実行は､ 知識伝授の従来型教育と人間育成教育を

組み合わせ､ 段階的にかつ能動的に学生が行動変容できる形態が必要と思われる｡ 今まで

行われてきた一方向型の知識伝授型の授業から双方向型授業への脱皮が必要である｡ つま

り､ 学生は知識を受け取る器という捉え方ではなく､ 学生自身が主体的に自ら学ぶという

捉え方への転換ということになる｡ 本教育の実行は､ 学生のコンピテンシーのみならず教

える側の継続的な授業改善が求められるという教員側のコンピテンシーが問われることに
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なる｡ 以上のことを実際に実現するには､ 教員がかなりの負担を覚悟して教育内容を改善

しなければならないが､ 仮に実現できれば､ 社会貢献できる人材を安定的に提供できるも

のと思われる｡ そのような卒業生を輩出している限り､ 本栄養学部は社会的に注目・評価

され､ その結果､ 高い就職率と安定した受験生の確保が期待されることが考えられる｡

今後の大学経営は18歳人口の低下とともに､ 限られたパイの中での大学間競争の激化や

大学淘汰は避けて通れない｡ 本学の経営方針は理事会主導型ではないことから､ 学長の強

いリーダーシップの下､ 全教職員が一丸となって知恵を絞りながら､ 学生という顧客から

支持される良質の教育サービスを提供することが肝要である｡ すべての教職員は､ 初代学

長の森 茂樹先生が指向された建学の精神､ ｢後世に残る大学｣ を実現するため､ あらゆ

る努力を払わねばならない｡

参考文献

１. 管理栄養士養成課程学生の卒業時点におけるコンピテンシー到達度：長幡友実､ 吉池信男､ 赤松利

恵､ 永井成美､ 石田裕美､ 中坊幸弘､ 小松龍史､ 奈良信夫､ 伊達ちぐさ：栄養学雑誌､ ���70 ��2

152�161 (2012)

２. 卒前教育レベルの管理栄養士のコンピテンシー測定項目の開発：永井成美､ 赤松利恵､ 永幡友実､

吉池信男､ 石田裕美､ 小松龍史､ 中坊幸弘､ 奈良信夫､ 伊達ちぐさ：栄養学雑誌､ ���70 ��1 49�58

(2012)

３. 中央大学学部案内：���	
��������������	�����������������05�01�06������(2011年10月５日)

４. コンピテンシー育成による ｢知｣ ・ ｢能｣ の教育を目指して：牧野光則���	
���������������	����

����������������20091201���

教育開発センタージャーナル 第４号

― 71 ―



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


